




　こどもを取り巻く環境は、急速な少子化の進行や家族

の多様化などの中で大きく変化しており、虐待・貧困・

いじめ・不登校・ヤングケアラーなど、こどもたちが置

かれている状況は深刻化してきています。また、保護者

にとっても、共働き世帯の増加や地域とのつながりが希

薄化するなど社会環境の変化により、負担や不安、孤立

感が高まっており、周囲からのサポートが必要な状況と

なっています。

　こうしたこども・子育てを取り巻く環境の変化に対応

し、安心してこどもを産み育てることができ、こどもたちが誰一人取り残されること

なく健やかに成長できるまちを行政や関係機関だけでなく市民が一体となって目指

していくために、「大牟田市子ども・子育て応援条例」を制定し、令和6年1月に施

行いたしました。あわせて、子ども医療費、学校給食費等への支援の拡充や保育所、

学童保育所の待機児童ゼロの実現に向けた新たな施設の整備など、本市独自の取組を

進めております。

　そうした中、国におけるこども施策や本市の現状、応援条例に規定する基本理念等

を踏まえながら、こどもの育成と子育て支援に関する様々な取組の充実を図り、国が

目指す「こどもまんなか社会」の実現につなげるために本計画を策定しました。

　将来を担うこどもたちが、このまちで安心して仕事をしながら生活できる未来を目

指し、部局横断による全庁的な体制で取り組むとともに、市民や関係団体等との連携

を強化し、市一丸となって子育て世代に魅力的なまちづくりに取り組んで参りたいと

考えておりますので、ご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　結びに、この計画を策定するにあたり、ご尽力いただきました大牟田市子ども・子

育て会議の皆様をはじめ、市民アンケート調査やパブリックコメントなどにご協力い

ただいた市民の皆様並びに関係者の皆様に心からお礼申し上げます。
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